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https://ymatsuda.issp.u-tokyo.ac.jp/workshop/2025_1/6MaF_workshop2025.html 

附属国際超強磁場科学研究施設 松田 康弘 

【日程】2025年 4月 2日（水）～4日（金） 

【場所】物性研究所本館６F 第１会議室、物性研究所 C 棟 

【研究会提案者】松田康弘、宮田敦彦、Oliver Portugall (LNCMI Megagauss laboratory ) 

 

 破壊型磁場による 100 T を超える超強磁場の研究は、測

定手法開発と共に急速に発展し、磁気転移や超伝導常伝導

転移、金属絶縁体転移に関連した興味深い研究成果が得ら

れている。一方で、マイクロ秒の磁場持続時間内に単発の

計測で高品質のデータを得るには、大電流・高電圧に起因

する電磁ノイズや機械的破壊に対処することが求められ、

様々な測定技術の改良が依然として必要である。 

 代表的な破壊型超強磁場発生技術には電磁濃縮法と一巻

きコイル法があり、物性研究所はこの両方の開発を半世紀

にわたり継続している。世界的にも当分野を牽引している

が、さらなる分野の発展のためには、世界的な研究推進体

制を確立する必要がある。フランスの強磁場施設

LNCMI-Toulouse は一巻きコイル装置を独自開発してお

り、100 T 以上の破壊型磁場で最近 10 年間においてサイ

エンスを継続的に展開している物性研以外では唯一の研究

機関である。Toulouse 強磁場施設との研究成果及び磁場

発生・応用技術の共有は、超強磁場科学の世界的な開拓に

おいて極めて有効であり、今回の研究会開催に至った。 

会議の初日はToulouse 強磁場施設のO. Portugall 氏の赤

外分光測定の超強磁場への応用に際しての詳細な技術につ

いて紹介があり、続いて物性研からは可視領域における半

導体、磁性体に関する最近の研究成果について報告があっ

た。また、Toulouse 強磁場施設において開発が行われてい

る強磁場下での極低温制御技術や量子スピン系での強磁場

磁化過程などについても議論が行われた。午後はポスター 

講演と研究交流の時間とし、21 件のポスター講演をベー

スに超強強磁場下での物理と実験技術についての議論を行

った。 

2 日目前半はテラヘルツや赤外分光技術に関して、量子

カスケードレーザーや分子ガスレーザーの応用に関しての

講演から、反強磁性体、ペロブスカイト半導体、ファンデ

ルワールス磁性体に関しての最新の強磁場物性研究につい

て発表が行われた。さらに、午後は、高温超伝導体や遷移

金属酸化物の電気輸送特性と測定技術、強磁場下での準安

定相探索、熱測定技術や放射光X線を用いた強磁場研究の

最先端について発表があり、活発に議論が行われた。 

最終日には、チタン酸化物、光受容タンパク質、強誘電

体に関する超強磁場研究についての現状が紹介され、引き

続いて、磁化測定や磁歪測定によるフラストレート磁性体

における量子液体相や強誘電相に関しての研究成果が議論

された。午後は実験棟に移動し、施設見学の後、デモ実験

として、グラファイトのサイクロトロン共鳴の 100 T 以上

の破壊型強磁場実験を一巻きコイル装置を用いて行った。 

 会議の 3日間を通じて、海外(フランス LNCMI-Toulous 

5 名、中国 東南大学 1 名)の研究者を含めて物性研内外の

破壊型超強磁場専門家と関連研究者の間で小規模な研究会

ならではの密接な学術的研究交流が行われた。100 T 以上

の破壊型超強磁場研究における物理と実験技術の今後の発

展に大きく貢献するものと期待できる。 
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	ISSP ワークショップ「Science and instrumentation for extrememagnetic fields 2025」（松田 康弘）



